
水田土壌における燐酸の実態と土づくり肥料 (燐酸)の 施用基準

(農試環境部)

1.背 景とねらい

本県は火山灰土駅が多いため、土壌中の可給態燐酸の不足が作物栽増のための大

きな障害となつていた。このため土壌鱗酸のほい水準での試験研究が行われ、鱗酸

施用の効果が数多く認められてきた。このようなことから、燐酸は田畑を「8わず肥

料及び土づくり肥料 (以下、餓酸改良資材)と して施用され、水稲を含め本県で載

培される作物の収量を大きく増加させてきた。

しかし、燐酸は土襲中の移動が小さいため蓄積し、最近の農試の調査では可給態

麟酸の富化傾向が認められていた。このため、今後はこれまで土駅中に習嶺された

擁酸を有効に活用する芳策が求められていた。

以上のようなことから、水田土壌中の燐酸の実態を明かにし、さらに鱗酸改良資

材せようのための上駅中可給態燐酸の基準を再検討した結果、指標となる知見が得

られたので指導上の参考に供する。

2.技 術の内容

1)県 内の水田土駅における可給態擁酸は富化傾向にあり、5年 間で平均4(ng

/100宮)増 加している。また、水沢市やその周辺町村における水田土壌の可

給態燐酸 (トルオーダ法、以下同じ)は 多くが20～ 30(冊 g/100g)の 範

囲にある。

2)可 給懸鱗酸は土壌タイプを問わず、おおよそ5(ng/100g)を 越えると急速

に富化する。

3)ト ルオーグ法による水田土駅の可給態鱗酸 (以下、 トルオーダ燐酸)の 適正

値は6～ 10(ng/100g)と なる。

4)ト ルオーグ燐酸が適正値以上の場合は燐酸質資材の施用効果は期待できない。

適正値以下の場合は6～ 10(ng/10佐 )を 目標値とし、次の計算方法によ

り資材施用量を決定する。

資材施用量 = (目標値‐分析値(ng/100g)) 燐酸吸収係数
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は別途測定しておく。



3.指 導上の留意事項

1)本 参考事項で取り扱つているのは、土づくり肥料としての憐酸の施用基準で

あり、施肥燐酸についてはふれていない。このため、地帯別施肥基準による

燐酸施肥は順守する。

2)ト ルオーダ燐酸は、主に土襲中のカルシウム型擁酸であると考えられる。土

家中の擁酸は他にアルミニウム型や鉄型及び難溶性燐酸があるが、これらの

形態の燐酸が満足されるとカルシウム型擁酸、すなわちトルオーダ燐酸が急

速に増加すると考えられる。このカルシウム型鱗酸の増加が始まるまでの上

家燐酸の宙化量は土報タイプ (擁酸吸収係数)に よつて異なる。なお、技術

内容に示した適正値に達する習嶺燐酸は、火山灰土壌 (燐酸吸収係数 〉1500)

では約600(ng/100g)、 非火山灰土襲 (同 く1500)で は約200(ng

/100g)である。

3)作 土の分析は数年に1度は行い、過不足の生じないようにする。

4.具 体的データ
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